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中期経営計画の改定に関するお知らせ 

 

当社グループは、平成 23 年３月３日に、平成 27（2015）年７月期を最終年度とする中

期経営計画“SOGO New Success Plan 2015”を公表いたしましたが、今般、計画の進捗

状況や当社グループ事業を取り巻く環境の変化等を考慮し、計画の改定を行いましたの

で、下記の通りお知らせいたします。 
 

記 
 

１．改定の背景 

平成 23 年３月の公表から約１年半が経過し、計画の具体的な進捗状況を測定するととも

に、当初計画になかった新たな取組みの方向付けを行う必要が生じたことや、当社グルー

プの事業を取り巻く環境が大きく変化していることから、今般、計画の見直しを行い、改

定を行うこととしました。 

 

２．改定のポイント 

（１）中期経営計画のテーマ 

改定される中期経営計画は、「綜合医療サービス支援企業」への発展を目指す長期経営ビ

ジョンにもとづいており、そのテーマについては前回から変更はありません。 

（２）対象期間 

前回公表の計画と同様、平成 27(2015)年７月期を最終年度としております。従って、今

回改定される中期経営計画は、当期（平成 25 年７月期）からの３期が対象となります。 

（３）経営目標・計数目標の見直し 

基本的には、前回策定のものを継承しておりますが、前回策定時からの環境変化や当社グ

ループ内での新たな取組みも踏まえ、追加、あるいは一部改定を行っております。 

（４）戦略の見直し 

経営目標・計数目標の改定に対応し、前回と同様、メイン戦略とサブ戦略を策定し、その

実現を目指して参ります。今回は、メイン戦略を「ＳＭＯ事業」「ＣＲＯ事業」「新規事業」

の３領域で策定し、また、これを支えるサブ戦略として、「人材戦略」「ＩＴ戦略」「Ｍ＆

Ａ・アライアンス戦略」に加え、戦略全体が有機的かつ有効に機能できるように、新たに

「管理・統制・統合強化戦略」を策定しております。 

 

 改定された中期経営計画の具体的内容につきましては、添付の別紙をご参照下さい。 

 

以上 
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中期経営計画“SOGO New Success Plan 2015” 

（2012 年改定版） 
 

１．中期経営テーマ 

長期ビジョン（「綜合医療サービス支援企業」への発展）の実現を確実なものとす

るため、コアとなる既存事業の優位性・収益力を磐石なものにするとともに新規事

業の立ち上げにも注力し、次のステージへの発展に向けて堅固な人的・組織的基盤

を構築する。 

 

２．対象期間 

平成 25 年７月期～平成 27 年７月期までの３期 

（平成 24 年８月１日～平成 27 年７月 31 日の３年間） 

 

３．中期経営目標 

平成 27 年(2015)年７月期までに実現すべき６つの経営目標を設定しております。 

 

① 連結売上高 100 億円企業への発展 

② ＳＭＯ業界のリーディングカンパニーとして業界の発展を先導 

③ ＳＭＯから生まれたＣＲＯとして大規模臨床研究・ＰＭＳ等の新市場創出 

④ 既存事業との関連性やシナジーを重視した新規事業の立ち上げ（Ｍ＆Ａ含む）     

⑤ 優秀な人材の確保、女性が活躍する組織としての発展 

⑥ ＩＴを活用した事業の革新、新規事業の創出 

 

４．計数目標 

 ≪平成 24 年７月期≫ 

実 績 

 ≪平成 27 年７月期≫ 

計 画 

連結売上高 6,196 百万円 10,000 百万円 

ＳＭＯ事業 8,000 百万円  

ＣＲＯ事業 1,500 百万円  

新規事業  500 百万円  

連結営業利益 1,131 百万円 1,640 百万円 

連結純利益 307 百万円 890 百万円 

売上高営業利益率 18.3％ 16.4％ 

ＲＯＥ 

（株主資本利益率） 

7.3％ 15.0％ 

 

綜合臨床グループ
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５．中期経営戦略 

経営目標を達成するため、以下の通り、事業成長・拡大のためのメイン戦略とこ

れを支えるサブ戦略を策定し、具体的な施策を実施して参ります。 

 

（１）メイン戦略：事業成長・拡大戦略 

① ＳＭＯ事業の拡大 

国の政策や製薬会社の開発動向を見据えながら、がん・中枢神経系領域等の

難治性疾患領域に重点をおくとともに、従来からの主力領域を含めた各領域

の受託体制の強化を図り、寡占化が進む市場における大手の一角として、受

注拡大を目指します。これを実現するための営業組織の再編、地域戦略の展

開、業務品質の向上等に取り組み、また、国際共同治験へも対応できる体制

作りを行います。これらにより、平成 27 年７月期において売上高 8,000 百万

円を目指します。 

 

② ＣＲＯ事業（大規模臨床研究・製造販売後調査）の立ち上げ 

今後、大きな成長が期待される臨床研究、医師主導型治験及び製造販売後調

査を中心としたＣＲＯ（医薬品開発業務受託機関）事業に本格的に参入する

ため、平成 24 年４月に株式会社綜合臨床メデフィを新設いたしました。積極

的な営業展開により受注獲得に努めるとともに、必要となる要員の確保と教

育を中心に、早急に受託体制の整備を行います。長年のＳＭＯ事業の経験の

中から生まれたＣＲＯとして、新たな市場の創出に注力することにより、平

成 27 年７月期において売上高 1,500 百万円を目指します。 

 

③ 周辺事業、新規事業の立ち上げ 

サイトマネジメント強化等の戦略的施策の実施により、医療機関や製薬会社

等のニーズを把握・発掘し、ＳＭＯ事業との関連性やシナジーを重視して、

周辺事業、新規事業を立ち上げます。平成 27 年７月期において売上高 500 百

万円を目指します。 

 

（２）サブ戦略：メイン戦略を支える４つの戦略 

① 人材戦略 

企業ステージの変化にスムーズに対応するための強固な組織基盤の構築、優

秀な人材の確保と育成を中心課題に据え、諸施策を実行して参ります。女性

が多い組織であることに配慮し、ワークライフバランスを重視するとともに、

複線型キャリアプランの提示等、ダイバーシティ（多様性）を重視した諸制

度を積極的に導入していく予定です。また、社員各人の能力を開発し、それ

を存分に発揮できるように、教育プログラムの充実にも注力します。重要ポ

ストへの女性の登用を積極的に進め、女性が能力を発揮して活躍する組織を

目指します。 

 

② ＩＴ戦略 

ＩＴ基盤の強化のための諸施策を継続的に実施するとともに、各種データベ

ースの構築と活用により、業務の効率化や革新、ＩＴを活用した周辺事業、
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新規事業の創出を実現するための施策を実施します。 

 

③ Ｍ＆Ａ・アライアンス戦略 

事業規模の拡大・成長を実現するため、ＳＭＯのＭ＆Ａ戦略を継続するとと

もに、提携企業との関係見直しと再構築を行います。また、周辺事業、新規

事業の育成をスピードアップさせるため、国内外を問わず、新たなパートナ

ーとの連携も積極的に模索して参ります。 

 

④ 管理・統制・統合（Management, Control & Integration）強化戦略 

平成 22 年８月に事業子会社５社の統合を完了し、間接部門については、その

集約と効率化の段階を終え、今後は戦略的機能の強化の段階へと進んでいく

予定です。データに基づいた科学的な分析と適切な管理・統制を行うことに

加え、戦略全体が有機的にかつ有効に機能するように、統合をはかる機能を

持株会社に持たせ、経営目標の実現を目指します。 

 

 

 

（注）本公表文中、中期経営計画における将来予想につきましては、現時点で入手可能な情報に

基づき想定・算定したものであり、実際の業績は様々な要因によりこれら予想と異なる可

能性があります。 

 

以上 

 


